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処女詩集『コンクリートの大天使 Αρχάγγελος από μπετόν』(1974 年) から『群
れ Το κοπάδι』 (2014年) まで十二冊の詩集が出版され、これらは『詩集 1974-2014 


























 今回は詩集から「主婦  Νοικοκυρά」、「台所の戸棚には  Στά ντουλάπια τῆς 














 οἱ τοίχοι ὅπως λευκοί Πατριάρχες εὐλογούν / τή δουλειά μου, 
 直訳：白い総主教たちのように壁が祝福する / 私の仕事を 
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 陶器でも ガラスでも 
 内側にある輝きを 
 母の手について語りながら。 




































 この詩は「揚げ物をする (τηγανίζω) 」という語から始まっています。「肉団























ケ フ テ ス
がたてる音は単調で 
 火のない匂い。 





































 Βαριά μια άγκυρα μʼονομάζει βυθό, άρα είμʼαναγκαία. 
 直訳：重そうに錨が私を海底と名づける、だから私は不可欠だ。 
 英訳：A heavy anchor nominates me sea-bottom, / thus I am necessay.7) 












 Ψάχνω να βρω ένα όνομα για τους γυμνούς μου αγκώνες. 
 直訳：私は裸の肘のために名前を見つけようと探している。 








































 持ち場放棄に気持ちは膨らむ まるで通り過ぎなかったように  
 百合の線を。 
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3.5「名はない Ἡ Ἀνώνυμη」 
 最後に取りあげる Ἡ Ἀνώνυμη はまさに名前に関わる作品です。題名には詩の
中にある名詞 γυναίκα（女性）が省略されています。D-カビトグルの英訳では"The 





 Καί θέλω ἔτσι, νά μέ θυμᾶσαι ἀνώνυμη. 
 直訳：だから私はこのように欲する、名前のない私を覚えていて 




















 女がすべてそうであるように 鞭でうたれた女は 
 風呂場のつやつやしたタイル 
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